
令和４年度　江戸川区立第四葛西小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

〇挨拶、見守りの強化
〇ＳＳＷとの連携
〇登下校パトロールの実施
〇生活指導主任からの伝達講習

学校教育目標
○豊かに育つ四葛西っ子
・元気な子　・やさしい子　・よく考える子　・やりぬく子

○家庭・地域に開き、共に歩む学校
○友達と共に学級、学年、学校の文化を創り、発展させていく児童
○組織的に教育活動を推進しつつ、自らの向上を図る教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞新学習指導要領の全面実施に伴い、採択された新教科書に沿って学習を進め、教職員全体で３観点評価のための情報交換をしたり、授業改善に向けて研究
したりすることができた。また、学校教育目標や学校経営方針の具現化をめざし、校務分掌組織を見直し、全教職員で推進した。区教育実践推進校として教科担任制の
効果的な運用について研究し、大きな手応えを感じた。
＜課題＞引き続き、児童の実態および教育的課題を的確に把握し、新学習指導要領を踏まえて具体的な活動を設定していく必要がある。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策
〇児童が活用する機会が多い
ことや、その内容に驚かされて
いる。端末操作はよくできるが、
モラルの教育も継続してほし
い。

・補習教室担当者との
連携
・校内研究の充実

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連付
け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

図書館の整備
読書活動への取り組み

図書館での読書活動および探
究的な学習

B A 〇第１～３学年での朝の読み聞か
せ（保護者による）
〇おばけのアッチの本だなの巡回
展示と作家コーナーの更新
●蔵書整備

Ａ 〇読み聞かせを再開できたこと
で、児童の喜ぶ姿が見られた。
今後も継続してほしい。

・図書館の整備。
・保護者ボランティアと
の連携

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補
習の実施などによる指導の充実と授業力の向上
・「各教科等の連携教育プログラム」による連携の
充実
・教科担任制の効果的な運用
・一人一台端末を活用した授業の改善

外部委託による放課後補習教
室の推進
全国学力調査の到達目標
校内研の充実（年間７回と、報
告会）
Teamsの活用、学習履歴の蓄
積

Ｃ層児童の基礎基本の定着
の基礎的な学力の向上

A A 〇第２～６学年への放課後補習教
室の実施、年度途中での改善
〇学力調査での結果
〇校内研究の成果を発表（1月31
日）
●eライブラリの活用

Ａ

〇運動に親しむ機会をこれから
も増やしてほしい。

・パワーアップタイムの
取り組み

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 外国語専科の配置
ＡＬＴとの授業・・・外国語（年
間７０ｈ）、外国語活動（年間３５
ｈ）

児童の基礎的な学力の向上と
コミュニケーション能力の向上

B B 〇ＡＬＴとの連携
〇タブレット端末の活用
〇校舎内階段掲示の全面リニュー
アル

Ｂ 〇楽しく学ぶ機会を継続してほ
しい。

・EnglishＲｏｏｍの整備

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全校運動遊び
など主体的な運動の実施による運動意欲の向上

休み時間の全校運動遊び…
週１回　体力テストの実施

集団運動遊びの取り組み
体力テスト結果の向上

A A 〇全校での運動時間確保
〇教員の実技研修、伝達講習会
●活動のバリエーション

Ａ

Ｂ 〇ＳＮＳの問題は重要だと思わ
れる。取り組んでほしい。

・組織的な対応力の向
上のための研修

特別支援教育の
充実

特別支援教育の推進 ・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充実

特別支援委員会　毎月
研修会実施　学期１回

実施回数および研修会への参
加

A A

〇巡回指導教員との情報共有
〇副籍交流の実施
〇エンカレッジルーム、多目的室の
整備 Ｂ

いきいきと学ぶ学
校づくり

健全育成に向けた取
組の強化

・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームやスクールソーシャ
ルワーカー、生活指導連絡協議会の活用

研修会の実施　学期１回 実施回数および研修会への参
加

A B

・講義と実践的な研修
会

〇ダイバーシティの視点を全校
に広めてほしい。

・巡回心理士との連携

たんぽぽ学級との連
携

・弱視学級と連携した指導の充実と弱視教育への
理解

弱視障害理解教育実施（第３
学年）

在籍児童への理解向上
B B

〇第３学年児童への弱視障害理解
授業 Ｂ

〇継続してほしい。 ・教育活動全体を通し
ての理解教育

A Ａ
〇タブレット端末操作や、情報モラ
ル研修の実施
●研修の継続、情報の更新

Ａ
〇Teams活用による家庭連絡は
よい。

・更なる授業の質の向
上のための研究
・働き方改革への効果

教科担任制の先行実
施

江戸川区教育課題実践推進校として教科担任制
に取り組み、授業の充実を図る。

公開授業、発表・・・年間１回
校内研究…年間７回

研究授業、公開授業への取り
組み A Ａ

〇校内研究会の充実
〇各方面からの視察対応 Ａ

〇より良い授業を継続してほし
い。教員の資質向上

教員研修の充実 ・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

校内研修・・・年間3回
LINES授業支援・・・各学級１回

ＩＣＴによる授業実践

特色ある教育の
展開

グリーンアドベン
チャー

様々な樹木とのかかわりを通しての異学年集団交
流

異学年集団・・・年間６回
学年・・・年間２回

異学年交流による活動

地域連携教育の推進 地域を愛する心、伝統を受け継ぐ心をもった「えど
がわ大好き」な児童の育成

海苔すき体験（第３学年）
米づくり等の体験（第５学年）

学年の総合的な学習の時間

A
〇異学年交流
●内容の充実 Ａ

〇子供たちが楽しみにしてい
る。ＰＴＡも協力したい。A

A

〇米作り体験
〇海苔すき体験 Ａ

〇コロナ後の連携の在り方につ
いては、地域でも検討中であ
る。

・地域協力者との更なる
連携

・樹木の選定や管理の
充実化

A


